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あいさつ 

 

  嘉瀬川ダムは、嘉瀬川流域に住む人々の生命と財産を洪水から守り、嘉瀬川の豊かな流

れを保つとともに、佐賀西部地域への農業用水の補給、都市用水の補給、及び流水を利用

した発電を目的として佐賀県富士町に建設される多目的ダムです。 

  現在、一日も早い完成を目指して、鋭意事業を進めるとともに、自然環境と共生したダ

ム事業を目指して、環境保全にも取り組んでいるところです。 

  これまでの環境保全の取り組みとしましては、平成 2 年 3 月に「嘉瀬川ダム建設事業環

境影響評価書」を公告しました。その後、ダム建設に伴う環境の変化を継続的に把握する

ために、学識経験者からなる「嘉瀬川ダム環境対策懇談会」を平成 5 年 3 月に設立し、平

成 13 年 10 月にその調査検討結果を「嘉瀬川ダム事業における動植物の環境保全への取り

組み」としてとりまとめ公表しました。また、平成 8 年より「環境巡視員」を設置し、工

事箇所の環境変化の把握や環境保全対策箇所のモリタリング等を実施しております。 

  ダム本体工事を目前に控え、ダム事業が環境に与える影響を回避・低減するため、きめ

細かな環境保全の取り組みをすることが必要と考え、平成 14 年 10 月に「嘉瀬川ダム環境

検討委員会」を設立しました。委員会では、「生物の多様性」、「水環境」、「地域社会

環境」について熱のこもったご議論とご指導を頂きました。本報告書の第一部では、嘉瀬

川の望ましい姿に向けた委員会からの提言を、第二部では、委員会のご指導のもとに調

査・検討した内容と事業者が実施する環境保全への取り組みを掲載致しております。 

  最後になりますが、委員の皆様をはじめ、本報告書の作成に御協力頂いた皆様に深甚な

る敬意とともに厚く御礼申し上げます。今後も嘉瀬川ダム建設事業にあたっては、嘉瀬川

の望ましい姿を希求して「自然にやさしく地域に根ざしたダムづくり」に精進することを

お誓い申し上げてご挨拶と致します。 
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